
(57)【要約】

 

【課題】反射部と透過部での光学的効率を同じにし同じ

色純度を得ることができ、高画質の反射透過型液晶表示

裝置を製作することができ、バッファ層の模様が単純で

工程収率を改善することができる反射透過型液晶表示装

置とその製造方法を提供する。

【解決手段】本発明による反射透過型液晶表示裝置の第

1構成は、カラーフィルタの厚みを異なるようにするた

めに、反射部に対応する上部基板にバッファ層を形成し

、また、セルキャップを異なるようにするために透過部

に対応する下部基板に段差を形成する構造とする。第2

構成は、上記バッファ層を利用して透過部と反射部に対

応するセルキャップ及びカラーフィルタの厚みを異なる

ようにする構成である。この時、上記バッファ層は上記

第1構成のバッファ層に比べて厚く構成する。上記第1及

び第2構成で、上記反射部は画素領域の下端に構成され

た補助容量部に対応する部分を使用し、上記反射部に対

応するバッファ層は基板の全体から見た時一方向に延び

たストライプ形状に構成される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 互 い に 離 隔 さ れ た 第 1基 板 及 び 2基 板 と ;前 記 第 1基 板 の 内 側 面 に 形 成 さ れ た ゲ ー ト 配 線 と
;前 記 ゲ ー ト 配 線 と 平 行 に 離 隔 さ れ た 共 通 配 線 と ;前 記 ゲ ー ト 配 線 と 交 叉 し て 前 記 ゲ ー ト 配
線 と 共 通 配 線 の 間 の 面 積 を 含 む 反 射 部 と 透 過 部 で 構 成 さ れ た 画 素 領 域 を 定 義 す る デ ー タ 配
線 と ;前 記 ゲ ー ト 配 線 及 び デ ー タ 配 線 に 連 結 さ れ て 、 ゲ ー ト 電 極 と ア ク テ ィ ブ 層 と ソ ー ス
電 極 及 び ド レ イ ン 電 極 を 含 む 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と ;前 記 ド レ イ ン 電 極 よ り 延 長 さ れ 前 記 共
通 配 線 と 重 畳 す る キ ャ パ シ タ -電 極 と ;前 記 共 通 配 線 及 び 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 覆 い 、 前 記 反
射 部 に 対 応 す る 反 射 層 と ;前 記 ド レ イ ン 電 極 と 連 結 さ れ 、 前 記 画 素 領 域 に 位 置 す る 透 明 電
極 と ;前 記 第 2基 板 の 内 側 面 に 形 成 さ れ た ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス と ;前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス
上 部 に 形 成 さ れ 透 明 で 反 射 部 に 対 応 す る バ ッ フ ァ 層 と ;前 記 バ ッ フ ァ 層 上 部 の 画 素 領 域 に
形 成 さ れ 、 透 過 部 で の 第 1厚 み が 実 質 的 に 反 射 部 で の 第 2厚 み の 2倍 で あ る カ ラ ー フ ィ ル タ
層 と ;前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 上 部 の 共 通 電 極 と ;前 記 透 明 電 極 と 共 通 電 極 の 間 の 液 晶 層 を 含
む 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 バ ッ フ ァ 層 が 隣 接 画 素 領 域 の 反 射 部 ま で 延 長 さ れ る 請 求 項 1記 載 の 反 射 透 過 型 液 晶
表 示 裝 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 液 晶 層 の 透 過 部 で の 第 3厚 さ が 実 質 的 に 反 射 部 で の 第 4厚 さ の 2倍 で あ る 請 求 項 1記 載
の 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 反 射 層 が 上 記 ゲ ー ト 配 線 に 隣 接 し て 前 記 画 素 領 域 の う ち の 下 端 部 に 形 成 さ れ た 請 求
項 1記 載 の 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 反 射 層 が 四 角 形 状 で あ る 請 求 項 4記 載 の 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 透 明 電 極 が 上 記 キ ャ パ シ タ ー 電 極 と 接 触 す る 請 求 項 1記 載 の 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝
置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 反 射 層 が 凹 凸 形 状 で 構 成 さ れ た 請 求 項 1記 載 の 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 反 射 層 が 銀 (Ag)、 ア ル ミ ニ ウ ム (Al)、 ア ル ミ ニ ウ ム － ネ オ ジ ミ ウ ム 合 金 (AlNd)の 中
か ら 選 択 さ れ た 一 つ を 含 む 請 求 項 1記 載 の 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 透 明 電 極 が イ ン ジ ウ ム － ス ズ 酸 化 物 (ITO)、 イ ン ジ ウ ム － 亜 鉛 酸 化 物 (IZO)の 中 の 一
つ を 含 む 請 求 項 1記 載 の 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 用 ア レ ー 基 板 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 透 過 部 に 対 応 す る 開 口 部 を 持 つ 絶 縁 層 を さ ら に 含 む 請 求 項 1記 載 の 反 射 透 過 型 液 晶
表 示 裝 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 透 過 部 と 反 射 部 で 構 成 さ れ る 画 素 領 域 を 有 す る 第 1基 板 上 に 、 ゲ ー ト 配 線 、 前 記 ゲ ー ト
配 線 に 連 結 さ れ る ゲ ー ト 電 極 及 び 前 記 ゲ ー ト 配 線 と 平 行 な 共 通 配 線 を 形 成 す る 段 階 と ;前
記 ゲ ー ト 配 線 、 ゲ ー ト 電 極 と 共 通 配 線 上 部 に 第 1絶 縁 膜 を 形 成 す る 段 階 と ;前 記 ゲ ー ト 電 極
に 対 応 す る 上 記 第 1絶 縁 膜 上 部 に ア ク テ ィ ブ 層 を 形 成 す る 段 階 と ;前 記 ア ク テ ィ ブ 層 上 部 に
互 い に 離 隔 さ れ 、 上 記 ゲ ー ト 電 極 及 び ア ク テ ィ ブ 層 と 共 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を な す ソ ー ス
電 極 及 び ド レ イ ン 電 極 と 、 上 記 第 1絶 縁 膜 上 部 に 上 記 ド レ イ ン 電 極 よ り 延 長 さ れ て 前 記 共
通 配 線 と 重 畳 さ れ る キ ャ パ シ タ ー 電 極 、 前 記 ゲ ー ト 配 線 と 交 叉 し 前 記 ソ ー ス 電 極 と 連 結 さ
れ る デ ー タ 配 線 を 形 成 す る 段 階 と ;前 記 ソ ー ス 電 極 及 び ド レ イ ン 電 極 、 キ ャ パ シ タ ー 電 極
と デ ー タ 配 線 上 部 に 第 2絶 縁 膜 を 形 成 す る 段 階 と ;前 記 第 2絶 縁 膜 上 部 に 上 記 共 通 配 線 と 薄
膜 ト ラ ン ジ ス タ を 覆 う 反 射 層 を 形 成 す る 段 階 と ;前 記 反 射 層 上 部 に 第 3絶 縁 膜 を 形 成 す る 段
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階 と ;前 記 第 3絶 縁 膜 上 部 の 画 素 領 域 に 前 記 ド レ イ ン 電 極 に 連 結 さ れ る 透 明 電 極 を 形 成 す る
段 階 と ;前 記 透 過 部 と 反 射 部 で 構 成 さ れ る 画 素 領 域 を 有 す る 第 2基 板 上 部 に ブ ラ ッ ク マ ト リ
ク ス を 形 成 す る 段 階 と ;前 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス 上 部 に 透 明 で 反 射 部 に 対 応 す る バ ッ フ ァ
層 を 形 成 す る 段 階 と ;前 記 バ ッ フ ァ 層 上 部 の 画 素 領 域 に 透 過 部 で の 第 1厚 さ が 実 質 的 に 反 射
部 で の 第 2厚 さ の 2倍 で あ る カ ラ ー フ ィ ル タ 層 を 形 成 す る 段 階 と ;前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 上
部 に 共 通 電 極 を 形 成 す る 段 階 と ;前 記 透 明 電 極 が 前 記 共 通 電 極 に 対 向 す る よ う に 前 記 第 1基
板 及 び 2基 板 を 合 着 さ せ る 段 階 と ;前 記 透 明 電 極 と 共 通 電 極 の 間 に 液 晶 層 を 形 成 す る 段 階 と
を 含 む 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 反 射 層 が 凹 凸 形 状 に 構 成 さ れ た 請 求 項 11記 載 の 反 射 透 過 形 液 晶 表 示 裝 置 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 2絶 縁 膜 上 部 の 画 素 領 域 に 有 機 物 質 を 含 む 多 数 個 の バ ン プ を 形 成 す る 段 階 と ;前 記
多 数 個 の パ ン プ 上 部 に 有 機 絶 縁 物 質 を 含 む 第 4絶 縁 膜 を 形 成 す る 段 階 と
を さ ら に 含 む 請 求 項 12記 載 の 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 2乃 至 4絶 縁 膜 に 、 上 記 透 過 部 に 対 応 さ れ る 開 口 部 を 形 成 す る 段 階 を さ ら に 含 む 請
求 項 13記 載 の 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 反 射 層 が 四 角 形 状 で あ る 請 求 項 11記 載 の 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 液 晶 表 示 裝 置 (liquid crystal display device)に 関 す る も の で 、 特 に 反 射 モ
ー ド (reflective mode)と 透 過 モ ー ド (transmissive mode)を 選 択 的 に 使 用 す る こ と が で き
、 反 射 部 と 透 過 部 で 同 一 な 光 利 用 效 率 を 得 る こ と が で き 、 製 造 工 程 を 単 純 化 す る こ と が で
き る 反 射 透 過 形 液 晶 表 示 裝 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 的 に 、 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 は 、 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 と 反 射 型 液 晶 表 示 裝 置 の 機
能 を 同 時 に 持 つ も の で 、 バ ッ ク ラ イ ト (back light)の 光 と し て 外 部 の 自 然 光 又 は 人 造 光 の
両 方 を 利 用 す る こ と が で き る た め 周 辺 環 境 の 制 約 を 受 け る こ と が な く 、 電 力 消 費 (power c
onsumption)を 減 少 さ せ 得 る 長 所 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 1は 一 般 的 な 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 用 ア レ ー 基 板 の 一 部 を 概 略 的 に 図 示 し た 拡 大 平
面 図 で あ る 。
　 図 示 し た よ う に 、 透 明 な 絶 縁 基 板 (50)上 に 、 一 方 向 に 延 長 さ れ た ゲ ー ト 配 線 (52)と 、 前
記 ゲ ー ト 配 線 (52)と 垂 直 に 交 叉 し て 画 素 領 域 (P)を 定 義 す る デ ー タ 配 線 (62)が 構 成 さ れ る
。
　 上 記 ゲ ー ト 配 線 (52)と デ ー タ 配 線 (62)の 交 叉 地 点 に は 、 ゲ ー ト 電 極 (54)、 ア ク テ ィ ブ 層
(56)、 ソ ー ス 電 極 (58)及 び ド レ イ ン 電 極 (60)を 含 む 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ (T)が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 画 素 領 域 (P)は 透 過 部 (D)と 反 射 部 (C)に 定 義 さ れ 、 透 過 部 (D)に 対 応 し て 透 明 電 極 (6
6)が 、 反 射 部 (C)に 対 応 し て 反 射 電 極 (反 射 板 )(64)が そ れ ぞ れ 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 画 素 領 域 (P)の 一 側 を 通 過 す る ゲ ー ト 配 線 (52)の 上 部 の 一 部 に は 、 上 記 反 射 電 極 (64
)又 は 透 明 電 極 (66)と 接 触 す る 島 形 状 の 金 属 パ タ ー ン (63)が 構 成 さ れ 、 こ れ を 第 2電 極 と し
て そ の 下 部 の ゲ ー ト 配 線 (52)を 第 1電 極 と す る 補 助 容 量 部 (C S T )が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 述 し た よ う に 構 成 さ れ る 半 透 過 画 素 電 極 の 断 面 構 成 を 、 以 下 に 図 2及 び 図 3を 参 照 し て
説 明 す る 。
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  図 2及 び 図 3は 、 図 1に 示 す 従 来 の 第 1例 に よ る 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 を II－ II線 に 沿 っ
て 切 断 し た 部 分 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 2と 図 3に 図 示 し た よ う に 、 第 1基 板 (50)と 第 2基 板 (80)が 離 隔 し て 合 着 さ れ 、 第 2基 板 (
80)と 向 い 合 う 第 1基 板 (50)に は 多 数 の 画 素 領 域 (P)が 定 義 さ れ 、 上 記 画 素 領 域 (P)の 一 側 と
、 こ れ と は 平 行 で な い 他 側 を 通 過 し て 互 い に 垂 直 に 交 叉 す る ゲ ー ト 配 線 (図 示 せ ず )及 び デ
ー タ 配 線 (62)が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 第 1基 板 (50)と 向 い 合 う 第 2基 板 (80)の 一 面 に は 、 赤 色 と 緑 色 と 青 色 を 帯 び る  サ ブ
カ ラ ー フ ィ ル タ (84a,84b)が 構 成 さ れ 、 さ ら に 各 サ ブ カ ラ ー フ ィ ル タ 間 に は ブ ラ ッ ク マ ト
リ ク ス (82)が 構 成 さ れ 、 上 記 サ ブ カ ラ ー フ ィ ル タ (84a,84b)と ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス (82)の
上 部 に は 透 明 な 共 通 電 極 (86)が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 述 し た 構 成 で 、 上 記 画 素 領 域 (P)は 、 さ ら に 反 射 部 (C)と 透 過 部 (D)に 分 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 般 的 に 、 第 1基 板 の 反 射 部 (C)に 対 応 し て 反 射 電 極 (64)を 構 成 し 、 透 過 部 (D)に 対 応 し
て 透 明 電 極 (66)を 構 成 す る が 、 図 示 し た よ う に 、 透 過 孔 (H)を 含 む 反 射 電 極 (64)を 透 明 電
極 (66)の 上 部 又 は 下 部 に 構 成 す る こ と で 、 透 過 部 (C)と 反 射 部 (D)が 定 義 さ れ る こ と も あ る
。
　 こ の 時 、 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 で 考 慮 す べ き こ と は 、 透 過 部 (D)と 反 射 部 (C)に お け る
色 の 差 異 を 減 少 さ せ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う な 点 で 、 図 2の 構 成 は 透 過 部 (D)に 対 応 す る 部 分 と 反 射 部 (C)に 対 応 す る 部 分 を
光 が 通 過 す る 距 離 d(液 晶 層 を 光 が 通 過 す る 時 の 液 晶 層 の 距 離 )が 異 な る た め に 、 光 の 偏 光
特 性 も 異 な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 即 ち 、 透 過 部 (D)に 対 応 し て 通 過 し た 光 が dの 厚 み を 有 す る 液 晶 層 (図 示 せ ず )を 通 過 し た
と す る と 、 反 射 部 (C)を 通 過 す る 光 は 反 射 電 極 (64)に 1回 は 反 射 さ れ る の で 2dの 厚 み を 有 す
る 液 晶 層 (図 示 せ ず )を 通 過 す る の と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 従 っ て 、 透 過 部 (D)と 反 射 部 (C)に 対 応 し て 通 過 さ れ る 光 は そ の 偏 光 特 性 が 異 な る よ う に
な り 、 こ れ に よ り 透 過 モ ー ド 時 と 反 射 モ ー ド 時 に お け る 色 純 度 の 差 異 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ れ を 解 決 す る た め の 方 法 と し て 図 3に 図 示 し た よ う に 、 上 記 透 過 部 (D)に 対 応 す る 下 部
の 絶 縁 膜 (63)を エ ッ チ ン グ し て エ ッ チ ン グ 溝 (61)を 形 成 し 、 こ の 部 分 に 液 晶 (図 示 せ ず )を
満 た す 方 法 で 反 射 部 (C)と 透 過 部 (D)に 対 応 し て 液 晶 層 を 通 過 す る 光 の 経 路 を 同 一 に す る 構
成 が 提 案 さ れ た （ 従 来 の 第 ２ 例 ） 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 時 、 反 射 部 に 構 成 さ れ る 液 晶 の 高 さ が dと す れ ば 、 透 過 部 に 対 応 す る 液 晶 層 の 高 さ
は 望 ま し く は 2dに 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 し か し 、 従 来 の 第 2例 は 反 射 部 (C)と 透 過 部 (D)に 位 置 す る 液 晶 の 厚 み を 異 な る よ う に 構
成 し て 、 反 射 部 (C)と 透 過 部 (D)で の 光 利 用 効 率 を 同 一 に す る こ と が で き る が 、 同 一 な 色 純
度 を 得 る こ と は で き な い 。
　 な ぜ な ら ば 、 上 記 反 射 部 (C)と 透 過 部 (D)に 対 応 す る カ ラ ー フ ィ ル タ の 厚 み が 同 一 で あ る
た め 、 上 記 反 射 部 (C)を 通 過 す る 光 は カ ラ ー フ ィ ル タ を 2回 通 過 す る よ う に な り 、 上 記 透 過
部 (D)を 通 過 す る 光 は 上 記 カ ラ ー フ ィ ル タ を 1回 通 過 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 従 っ て 、 透 過 モ ー ド の 場 合 に 使 用 さ れ る 光 源 が 反 射 モ ー ド に 使 用 さ れ る 光 源 に 比 べ て 光
の 明 る さ が よ り 強 い と し て も 、 上 記 透 過 モ ー ド に 出 射 さ れ る 光 の 色 純 度 に 比 べ て 、 反 射 モ
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ー ド の 場 合 外 部 に 出 射 さ れ る 光 が よ り 高 い 色 純 度 を 有 す る 結 果 に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ れ を 解 決 す る た め の 方 法 と し て 、 従 来 の 第 ３ 例 と し て 、 上 記 反 射 部 に 対 応 す る カ ラ ー
フ ィ ル タ に 孔 を 形 成 し 、 孔 を 通 し て 出 る 光 と カ ラ ー フ ィ ル タ を 通 過 し た 光 の 平 均 効 果 で 上
記 透 過 部 と の 色 の 差 異 を 合 わ せ よ う と す る 方 法 が 提 案 さ れ た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 図 4を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 4は 従 来 の 第 3例 に 従 う カ ラ ー フ ィ ル タ の 構 成 を 図 示 し た 平 面 図 で あ る 。
　 図 示 し た よ う に 、 反 射 部 (C)と 透 過 部 (D)に 対 応 し て カ ラ ー フ ィ ル タ (84)が 構 成 さ れ る が
、 上 記 反 射 部 (C)に 対 応 す る カ ラ ー フ ィ ル タ (84)の 一 部 に 孔 (88)を 形 成 し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う な 構 造 は 、 上 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 (84)に 孔 (88)を 形 成 し 、 こ の 部 分 を 透 明 な 有
機 膜 (図 示 せ ず )で 満 た し て 構 成 し 、 上 記 孔 (88)は 反 射 部 (C)の 全 体 的 な 光 の 透 過 量 を 高 め
て 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 (84)に よ る 光 の 吸 收 を 減 少 さ せ る 役 割 を す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う な 構 成 を 有 す る カ ラ ー フ ィ ル タ の 製 造 工 程 を 、 以 下 図 5a乃 至 図 5cを 参 照 し て 説
明 す る 。
　 図 5a乃 至 図 5cは 図 4の V-V線 に 沿 っ て 切 断 し 、 従 来 の 工 程 順 序 に 従 っ て 図 示 し た 工 程 断 面
図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 5aに 図 示 し た よ う に 、 基 板 (80)上 に カ ラ ー 樹 脂 を 塗 布 し カ ラ ー フ ィ ル タ (84)を 形 成 す
る 。
　 上 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 (84)を パ タ -ニ ン グ し 、 図 5bに 図 示 し た よ う に 、 反 射 部 (C)に 対 応
し て 孔 (88)を 形 成 す る 。
　 図 5cに 図 示 し た よ う に 、 上 記 孔 (88)が 形 成 さ れ た カ ラ ー フ ィ ル タ 層 (84)の 全 面 に 透 明 な
有 機 絶 縁 物 質 を 塗 布 し て 、 オ ー バ ー コ ー ト 層 (90)を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 上 記 オ ー バ ー コ ー ト 層 (90)が 形 成 さ れ た 基 板 (80)の 全 面 に 透 明 共 通 電 極 (92)を 形
成 す る こ と で 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 を 製 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 し か し 、 前 述 し た よ う な 構 成 は 、 上 記 孔 (88)を 通 過 す る 光 に 対 す る カ ラ ー フ ィ ル タ (84)
に よ る 濾 過 (filtering)效 果 が 弱 い う え 、 孔 (88)の 大 き さ が 上 記 カ ラ ー 樹 脂 の 特 性 上 10μ
ｍ 以 上 に 大 き く 形 成 さ れ る た め 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 (84)を 通 過 し た 光 と 孔 (88)を 通 過 し た
光 の 平 均 效 果 が 弱 い 。
　 従 っ て 、 反 射 部 の 全 体 的 な 色 特 性 が 劣 化 す る 問 題 点 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め の 方 法 と し て 、 上 記 反 射 部 に 対 応 す る 部 分 の カ ラ ー フ ィ
ル タ 層 の 下 部 に 透 明 な バ ッ フ ァ 層 を 形 成 し 、 上 記 透 過 部 と 反 射 部 に 形 成 さ れ る カ ラ ー フ ィ
ル タ の 厚 さ を 2:1に 形 成 す る こ と で 、 透 過 部 と 反 射 部 の 色 の 差 異 を 減 少 さ せ る 方 法 が 提 案
さ れ た （ 従 来 の 第 ４ 例 ） 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 下 、 図 6を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 6は 図 1の II-II線 に 沿 っ て 切 断 し て 、 従 来 の 第 4例 に よ る 液 晶 表 示 裝 置 の 構 成 を 概 略 的
に 図 示 し た 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 示 し た よ う に 、 多 数 の 画 素 領 域 (P)が 定 義 さ れ た 下 部 基 板 (50)と 上 部 基 板 (80)が 所 定
間 隔 離 隔 さ れ て 位 置 し 、 上 記 上 部 基 板 (80)と 下 部 基 板 (50)の 間 に は 液 晶 層 (図 示 せ ず )が 存
在 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 下 部 基 板 (50)と 向 い 合 う 上 部 基 板 (80)の 一 側 面 に は 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス (82)と カ
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ラ ー フ ィ ル タ 層 (84a,84b)と 共 通 電 極 (86)を 構 成 す る 。
　 場 合 に よ っ て は 、 上 記 共 通 電 極 (86)と カ ラ ー フ ィ ル タ 層 (84a,84b)間 に 平 坦 化 層 (図 示 せ
ず )を さ ら に 形 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 上 部 基 板 (80)と 向 い 合 う 下 部 基 板 (50)の 画 素 領 域 (P)は 透 過 部 (D)と 反 射 部 (C)に 定
義 さ れ 、 上 記 透 過 部 (D)に 対 応 し て 透 明 電 極 (66)が 上 記 反 射 部 (C)に 対 応 し て 反 射 電 極 (64)
が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 一 般 的 に は 図 示 し た よ う に 、 上 記 透 明 電 極 (66)の 下 部 に 孔 (H)を 含 む 反 射 電 極 (64)を 構
成 す る こ と で 、 透 過 部 (D)と 反 射 部 (C)を 定 義 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 時 、 上 記 透 過 部 (D)に 対 応 す る 絶 縁 膜 (63)を エ ッ チ ン グ し て 段 差 を 形 成 す る よ う に
な る が 、 望 ま し く は 透 過 部 (D)に 位 置 す る 液 晶 層 (図 示 せ ず )の 厚 み d2は 上 記 反 射 部 (C)に 位
置 す る 液 晶 層 (図 示 せ ず )の 厚 み d1に 対 し d2≒ 2d1の 値 を 持 つ よ う に 構 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う な 構 成 で 、 上 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 (84a,84b)は 上 記 反 射 部 に 該 当 す る カ ラ ー フ
ィ ル タ 層 の 高 さ (t)と 上 記 透 過 部 に 該 当 す る カ ラ ー フ ィ ル タ 層 の 厚 み (2t)を 異 な る よ う に
す る た め 、 上 記 反 射 部 に 対 応 す る 部 分 に バ ッ フ ァ 層 (保 護 層 )(83)が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 バ ッ フ ァ 層 (83)の 影 響 に よ り 、 上 記 透 過 部 (D)に 対 応 す る 部 分 に 段 差 が 発 生 し て カ
ラ ー 樹 脂 を 塗 布 す る 工 程 中 、 上 記 透 過 部 (D)に 対 応 す る 部 分 に カ ラ ー 樹 脂 が 流 入 さ れ て 厚
く 形 成 さ れ る 。 従 っ て 、 透 過 部 (D)と 反 射 部 (C)に 対 応 す る 部 分 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 の 厚 み
を 異 な る よ う に す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 前 述 し た よ う な 工 程 は 、 上 記 カ ラ ー フ ィ ル タ の 厚 さ を 異 な る よ う に す る た め 、 上 記 バ ッ
フ ァ 層 の 形 状 を 上 記 反 射 部 の 形 状 に 合 う よ う に パ タ ー ニ ン グ し て 構 成 し な け れ ば な ら ず 、
バ ッ フ ァ 層 の 構 成 が 簡 単 で な い の で 、 こ れ に 従 い 工 程 収 率 が 低 下 す る 原 因 に な っ た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 特 に 、 先 に 述 べ た 従 来 の 第 1例 の よ う に 透 過 部 と 反 射 部 を 配 置 す る 場 合 に は 図 １ か ら 明
ら か な よ う に 、 画 素 Pの 左 右 及 び 上 下 に 反 射 部 Cが 形 成 さ れ る た め 、 ２ つ の 画 素 Pを デ ー タ
配 線 を 挟 ん で そ の 両 側 に 配 置 す る 構 成 と な り 、 そ の た め 左 右 方 向 の 、 反 射 板 の 長 さ が 長 く
な り 左 /右 視 野 で の 反 射 率 の 効 率 低 下 が 発 生 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 は 前 述 し た 問 題 を 解 決 す る た め に 案 出 さ れ た も の で 、 上 記 反 射 部 の 長 さ 比 率 に よ
る 光 効 率 低 下 を 解 決 し バ ッ フ ァ 層 を 簡 単 に 構 成 す る た め に 、 図 ７ 乃 至 図 ９ に 示 す よ う に 、
画 素 Pの 左 右 に は 反 射 部 を 形 成 せ ず 、 画 素 Pの 下 端 に 反 射 部 、 ト ラ ン ジ ス タ 及 び 補 助 容 量 部
を ま と め て 構 成 状 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 反 射 部 を 前 述 し た よ う に 構 成 す れ ば 、 上 記 反 射 部 に 対 応 し て 構 成 さ れ る バ ッ フ ァ 層
の 形 状 も 又 横 方 向 に 延 長 さ れ た 構 成 に な り 構 造 が 非 常 に 簡 単 に な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 前 述 し た よ う な 構 成 は 図 １ ３ 、 図 １ ４ か ら 明 ら か な よ う に 、 透 過 部 Dに お け る カ ラ ー フ
ィ ル タ の 段 差 の 設 計 を 容 易 か つ 正 確 に 行 う こ と が で き る の で 、 上 記 透 過 部 と 反 射 部 の 色 差
異 を 同 一 に す る こ と が で き 、 バ ッ フ ァ 層 の 形 状 が 簡 単 で こ れ を 形 成 す る 工 程 で 微 細 な 作 業
を 必 要 と し な い た め に 工 程 収 率 を 改 善 す る こ と が で き る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 前 述 し た よ う な 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 に 従 う 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 用 ア レ ー 基
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板 は 、 基 板 上 に 一 方 向 に 延 長 さ れ た ゲ ー ト 配 線 と 、 ゲ ー ト 配 線 と 垂 直 に 交 叉 し て 反 射 領 域
と 透 過 領 域 に 構 成 さ れ た 画 素 領 域 に 定 義 さ れ た デ ー タ 配 線 と ;上 記 ゲ ー ト 配 線 と 平 行 に 離
隔 し て 一 方 向 に 延 長 さ れ た ス ト レ ー ジ 配 線 と ;上 記 画 素 領 域 の 一 側 に 位 置 し て 、 ゲ ー ト 電
極 と ア ク テ ィ ブ 層 と ソ ー ス 電 極 と こ れ と は 離 隔 さ れ て 構 成 さ れ 、 上 記 共 通 配 線 の 上 部 に 延
長 さ れ た 延 長 部 を 有 す る ド レ イ ン 電 極 を 含 む 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と ;上 記 反 射 部 に 対 応 し て
位 置 し 、 上 記 ス ト レ ー ジ 配 線 及 び 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 覆 う 反 射 板 と ;上 記 画 素 領 域 に 位 置
し 、 上 記 ド レ イ ン 電 極 と 連 結 さ れ た 透 明 電 極 を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 記 反 射 領 域 は 画 素 領 域 の 下 側 に 構 成 さ れ る 。
　 上 記 透 明 電 極 は 上 記 ド レ イ ン 電 極 の 延 長 部 と 接 触 し て 構 成 し 、 上 記 反 射 板 と 透 明 電 極 は
凹 凸 形 状 で 構 成 さ れ る 。
　 上 記 透 過 領 域 に 対 応 し て 蝕 刻 溝 形 状 の 段 差 を さ ら に 構 成 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 の 特 徴 に 従 う 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 用 ア レ ー 基 板 の 製 造 方 法 は 基 板 上 に 透 過 領
域 と 反 射 領 域 で 構 成 さ れ た 画 素 領 域 を 定 義 す る 段 階 と 、 上 記 画 素 領 域 の 一 側 を 通 過 し て 延
長 さ れ た ゲ ー ト 配 線 と こ れ に 連 結 さ れ た ゲ ー ト 電 極 と 、 ゲ ー ト 配 線 と は 平 行 に 離 隔 さ れ 上
記 反 射 部 に 対 応 し て 一 方 向 に 延 長 さ れ る 共 通 配 線 を 形 成 す る 段 階 と ;上 記 ゲ ー ト 電 極 と ゲ
ー ト 配 線 と 共 通 配 線 が 形 成 さ れ た 基 板 の 全 面 に 第 1絶 縁 膜 で あ る ゲ ー ト 絶 縁 膜 を 形 成 す る
段 階 と ;上 記 ゲ ー ト 電 極 上 部 の ゲ ー ト 絶 縁 膜 上 に ア ク テ ィ ブ 層 と オ -ミ ッ ク コ ン タ ク ト 層 を
形 成 す る 段 階 と ;上 記 オ -ミ ッ ク コ ン タ ク ト 層 の 一 側 上 部 に ソ ー ス 電 極 と こ れ と 離 隔 さ れ 上
記 ス ト レ ー ジ 配 線 の 上 部 に 延 び た 延 長 部 を 含 む ド レ イ ン 電 極 と 、 上 記 ソ ー ス 電 極 と 連 結 さ
れ て 上 記 ゲ ー ト 配 線 と 垂 直 な 方 向 に 延 び た デ ー タ 配 線 を 形 成 す る 段 階 と ;上 記 共 通 配 線 と
薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 含 む 一 部 画 素 領 域 に 第 2絶 縁 膜 を 間 に 置 い て 反 射 板 を 形 成 す る 段 階 と ;
上 記 反 射 板 を 含 む 画 素 領 域 の 上 部 に 、 第 3絶 縁 膜 を 間 に 置 い て 上 記 ド レ イ ン 電 極 と 接 触 す
る 透 明 電 極 を 形 成 す る 段 階 を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 記 反 射 領 域 と 透 過 領 域 に 対 応 す る 反 射 板 と 透 明 電 極 を 凹 凸 形 状 で 形 成 す る 。
　 上 記 反 射 板 と 透 明 電 極 を 凹 凸 形 状 に 形 成 す る 工 程 は 、 ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 電 極 が 形 成 さ
れ た 基 板 の 全 面 に 有 機 絶 縁 物 質 を 塗 布 し 、 上 記 画 素 領 域 に 対 応 し て 凸 形 状 で 構 成 さ れ た 多
数 の バ ン プ を 形 成 す る 段 階 と ;上 記 バ ン プ が 形 成 さ れ た 基 板 の 全 面 に 有 機 絶 縁 物 質 を 塗 布
し 、 上 記 バ ン プ に よ り 画 素 領 域 に 対 応 す る 表 面 が 凹 凸 形 状 に 構 成 さ れ た バ ン プ 層 を 形 成 す
る 段 階 と ;上 記 バ ン プ 層 の 上 部 に 反 射 板 と 透 明 電 極 を 形 成 す る 段 階 を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 上 記 透 過 領 域 に 対 応 す る 上 記 第 1乃 至 第 3絶 縁 膜 を 除 去 し て 蝕 刻 溝 を 形 成 し 、 上 記 反 射 領
域 と 透 過 領 域 に 段 差 を 形 成 す る 段 階 を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 記 反 射 板 は 銀 (Ag)、 ア ル ミ ニ ウ ム (Al)、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 (AlNd)の 中 か ら 選 択 さ れ た
一 つ で 形 成 さ れ 、 上 記 透 明 電 極 は イ ン ジ ウ ム － ス ズ 酸 化 物 (ITO)、 イ ン ジ ウ ム － 亜 鉛 酸 化
物 (IZO)の 中 か ら 選 択 さ れ た 一 つ で 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 の 第 1特 徴 に 従 う 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 は 、 透 過 部 と 反 射 部 で 構 成 さ れ た 多 数
の 画 素 領 域 が 定 義 さ れ 、 所 定 間 隔 離 隔 さ れ て 構 成 さ れ た 第 1基 板 と 第 2基 板 と ;第 1基 板 に 対
向 す る 一 面 に 一 方 向 に 延 び る ゲ ー ト 配 線 と 、 ゲ ー ト 配 線 と 垂 直 に 交 叉 し 反 射 領 域 と 透 過 領
域 で 構 成 さ れ た 画 素 領 域 を 定 義 す る デ ー タ 配 線 と ;上 記 ゲ ー ト 配 線 と 平 行 に 離 隔 さ れ て 一
方 向 に 延 び る 共 通 配 線 と ;上 記 画 素 領 域 の 一 側 に 位 置 し て 、 ゲ ー ト 電 極 と ア ク テ ィ ブ 層 と
ソ ー ス 電 極 と こ れ と は 離 隔 し て 構 成 さ れ 、 上 記 共 通 配 線 の 上 部 に 延 長 さ れ た 延 長 部 を 有 す
る ド レ イ ン 電 極 を 含 む 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と ;上 記 反 射 部 に 対 応 し て 位 置 し 、 上 記 共 通 配 線
及 び 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 覆 う 反 射 板 と ;上 記 画 素 領 域 に 位 置 し 、 上 記 ド レ イ ン 電 極 と 連 結
さ れ た 透 明 電 極 と ;上 記 第 2基 板 の 対 向 す る 一 面 に 、 上 記 デ ー タ 配 線 に 対 応 し て 構 成 さ れ た
ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス と ;上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス を 含 む 反 射 領 域 に 対 応 し て 一 方 向 に 延 長
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さ れ た 透 明 な バ ッ フ ァ 層 と ;上 記 バ ッ フ ァ 層 を 含 む 画 素 領 域 の 上 部 に 構 成 さ れ 、 反 射 領 域
と 透 過 領 域 に 対 応 し 1:2の 厚 み 比 で 段 差 を 持 つ よ う に 構 成 さ れ た カ ラ ー フ ィ ル タ と ;上 記 カ
ラ ー フ ィ ル タ の 上 部 に 構 成 さ れ た 透 明 共 通 電 極 を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 の 第 2特 徴 に 従 う 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 は 、 透 過 部 と 反 射 部 で 構 成 さ れ た 多 数
の 画 素 領 域 が 定 義 さ れ 、 所 定 間 隔 離 隔 さ れ て 構 成 さ れ た 第 1基 板 と 第 2基 板 と ;第 1基 板 の 対
向 す る 一 面 に 一 方 向 に 延 び た ゲ ー ト 配 線 と 、 ゲ ー ト 配 線 と 垂 直 に 交 叉 し 反 射 領 域 と 透 過 領
域 に 構 成 さ れ た 画 素 領 域 を 定 義 す る デ ー タ 配 線 と ;上 記 ゲ ー ト 配 線 と 平 行 に 離 隔 し て 一 方
向 に 延 長 さ れ た 共 通 配 線 と ;上 記 画 素 領 域 一 側 に 位 置 し 、 ゲ ー ト 電 極 と ア ク テ ィ ブ 層 と ソ
ー ス 電 極 と こ れ と は 離 隔 さ れ て 構 成 さ れ 、 上 記 共 通 配 線 の 上 部 に 延 長 さ れ た 延 長 部 を 有 す
る ド レ イ ン 電 極 を 含 む 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と ;上 記 反 射 部 に 対 応 し て 位 置 し 、 上 記 共 通 配 線
及 び 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 覆 う 反 射 板 と ;上 記 透 過 領 域 に 対 応 し て 構 成 さ れ た 蝕 刻 溝 と ;上 記
ド レ イ ン 電 極 と 連 結 さ れ て 画 素 領 域 に 構 成 さ れ た 透 明 電 極 と ;上 記 第 2基 板 の 対 向 す る 一 面
に ,上 記 デ ー タ 配 線 に 対 応 し て 構 成 さ れ た ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス と ;上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス
を 含 む 反 射 領 域 に 対 応 し て 一 方 向 に 延 び る 透 明 な バ ッ フ ァ 層 と ;上 記 バ ッ フ ァ 層 を 含 む 画
素 領 域 の 上 部 に 構 成 さ れ 、 反 射 領 域 と 透 過 領 域 に 対 応 し て 1:2の 厚 さ 比 で 構 成 さ れ た カ ラ
ー フ ィ ル タ と ;上 記 カ ラ ー フ ィ ル タ の 上 部 に 構 成 さ れ た 透 明 な 共 通 電 極 を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 上 記 反 射 領 域 と 透 過 領 域 に 対 応 す る 第 1基 板 と 第 2基 板 の 間 の 間 隔 比 は 1:2に 構 成 さ れ る
。
　 上 記 反 射 領 域 は 画 素 領 域 の 下 側 に 構 成 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 前 述 し た よ う な 第 1及 び 第 2実 施 例 に 従 う 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 は 、 反 射 部 と 透 過 部 に
対 応 す る セ ル キ ャ ッ プ を 1:2の 比 で 構 成 す る と 同 時 に 、 上 記 反 射 部 と 透 過 部 に 対 応 す る カ
ラ ー フ ィ ル タ の 厚 さ を 1:2で 形 成 し た た め に 、 透 過 部 と 反 射 部 で の 同 一 な 光 学 効 果 を 得 る
こ と が で き 、 色 純 度 も ま た 同 一 に 具 現 す る こ と が で き 、 高 輝 度 と 高 画 質 を 具 現 す る 反 射 透
過 型 液 晶 表 示 裝 置 を 製 作 す る こ と が で き る 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
 -- 第 1実 施 例  -- 
　 図 7は 本 発 明 の 実 施 例 に 従 う 液 晶 表 示 裝 置 用 ア レ ー 基 板 の 一 部 構 成 と こ れ に 対 応 す る 上
部 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 を 図 示 し た 平 面 図 で あ る 。
　 図 7に 図 示 し た よ う に 、 基 板 (100)上 に 一 方 向 に 延 び る ゲ ー ト 配 線 (104)と 、 ゲ ー ト 配 線 (
104)に 垂 直 に 交 叉 し て 透 過 領 域 (D)と 反 射 領 域 (C)に 構 成 さ れ た 画 素 領 域 を 定 義 す る デ ー タ
配 線 (122)で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 上 記 ゲ ー ト 配 線 (104)と デ ー タ 配 線 (122)の 交 叉 地 点 に は 上 記 ゲ ー ト 配 線 (104)と 連 結 さ
れ た ゲ ー ト 電 極 (102)と 、 ゲ ー ト 電 極 (102)上 部 の ア ク テ ィ ブ 層 (112)と 、 ア ク テ ィ ブ 層 (11
2)上 に 位 置 し 上 記 デ ー タ 配 線 (122)と 連 結 さ れ た ソ ー ス 電 極 (116)と 、 こ れ と は 所 定 間 隔 離
隔 さ れ た ド レ イ ン 電 極 (118)を 構 成 す る 。
　 こ の 時 、 上 記 反 射 領 域 (C)は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ (T)を 含 む 画 素 領 域 (P)の 下 部 領 域 に 定
義 さ れ 、 上 記 透 過 領 域 (D)は 上 記 反 射 領 域 (C)を 除 外 し た 殘 り の 領 域 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 前 述 し た 構 成 で 、 上 記 反 射 領 域 (C)に 対 応 し て 位 置 し 、 上 記 ゲ ー ト 配 線 (104)と 平 行 に 離
隔 し て 一 方 向 に 延 び る 共 通 配 線 (106)を 構 成 す る 。
　 上 記 共 通 配 線 (106)は 、 補 助 容 量 部 （ C S T ） を 形 成 す る た め の 手 段 で あ り 、 上 記 反 射 領 域
(C)に 対 応 す る 共 通 配 線 (106)で 広 い 面 積 で 延 び た 部 分 (108)を 第 1電 極 に し 、 上 記 ド レ イ ン
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電 極 (118)か ら 延 び て 上 記 第 1電 極 と 平 面 的 に 重 畳 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た 部 分 (120)を 第 2
電 極 に す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 上 記 画 素 領 域 (P)に は 反 射 領 域 (C)に 対 応 し て 反 射 板 (126)を 構 成 し 、 透 過 領 域 (D)に 対 応
し 上 記 ド レ イ ン 電 極 (118)と 接 触 す る 透 明 電 極 (132)を 構 成 す る 。
　 望 ま し く は 、 上 記 反 射 板 (126)の 表 面 を 凹 凸 形 状 に 構 成 し 、 こ れ は 反 射 部 の 輝 度 及 び 視
野 角 を 拡 大 さ せ る 手 段 と し て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 前 述 し た よ う な 平 面 構 成 は 、 液 晶 パ ネ ル 全 体 か ら 見 れ ば 基 板 の 横 方 向 に 延 び る 反 射 領 域
と 透 過 領 域 が 上 下 に 構 成 さ れ た 形 状 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の よ う な 構 成 は 従 来 に 比 べ て 反 射 領 域 と 透 過 領 域 の 形 状 が 非 常 に 単 純 で あ る 。 従 っ て
、 上 部 基 板 に 構 成 さ れ 透 過 領 域 と 反 射 領 域 に 対 応 し て カ ラ ー フ ィ ル タ の 厚 み が 異 な る 二 重
カ ラ ー フ ィ ル タ 構 造 (dual collor filter)の た め 、 構 成 す る バ ッ フ ァ 層 の 形 状 も な お 単 純
に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 以 下 、 図 8と 図 9を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 8は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 従 う 液 晶 表 示 裝 置 用 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の ひ と つ の 画 素 に 対
応 す る 平 面 的 な 構 成 を 概 略 的 に 図 示 し た 平 面 図 で あ り 、 図 9は 多 数 個 の 画 素 が 構 成 さ れ た
本 発 明 の 実 施 例 に 従 う 液 晶 表 示 裝 置 用 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 構 成 を 概 略 的 に 図 示 し た 平 面
図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ７ 及 び 図 8に 図 示 し た よ う に 、 透 過 部 (D)と 反 射 部 (C)に 定 義 さ れ た 画 素 領 域 (P)の 両 側
、 即 ち 、 上 記 デ ー タ 配 線 (122)と 対 応 す る 部 分 に は 一 方 向 に 延 び る ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス (20
2)を 構 成 し 、 上 記 反 射 部 (C)に は バ ッ フ ァ 層 (204)を 形 成 す る 。
　 上 記 バ ッ フ ァ 層 (204)を 含 む 画 素 領 域 (P)に は カ ラ ー フ ィ ル タ (206)を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 前 述 し た 形 状 で 基 板 の 全 体 よ り 見 れ ば 図 9に 図 示 し た よ う に 、 透 過 部 (D)と 反 射 部 (C)に
構 成 さ れ た 多 数 の 画 素 領 域 (P)が 位 置 し 、 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス (202)は 画 素 領 域 (P)の
境 界 毎 に 上 下 に 延 び る よ う に 構 成 し 、 上 記 反 射 部 (C)は 平 行 に 隣 接 し た 画 素 領 域 (P)の 下 端
に 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス (202)と 垂 直 に 交 叉 し て 一 方 向 に 延 び る 形 状 で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 従 っ て 、 従 来 に 比 べ て バ ッ フ ァ 層 (204)の 形 状 が 非 常 に 単 純 に な っ た の を 知 る こ と が で
き 、 上 記 カ ラ ー フ ィ ル タ (206)を 二 重 構 造 (透 過 部 と 反 射 部 に 対 応 し て 厚 み が 互 い に 異 な る
構 造 )に 形 成 す る の に 非 常 に 容 易 な 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 以 下 、 図 10a乃 至 図 10fと 図 11a乃 至 図 11fを 参 照 し て 、 本 発 明 に 従 う 液 晶 表 示 裝 置 用 ア レ
ー 基 板 の 製 造 工 程 を 説 明 す る 。
　 図 10a乃 至 図 10fと 図 11a乃 至 図 11fは 図 7の X-X線 と XI-XI線 に 沿 っ て 切 断 し て 、 本 発 明 の
実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 裝 置 用 ア レ ー 基 板 の 製 造 工 程 を 工 程 順 序 に 従 い 図 示 し た 工 程 断 面 図
で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 10aと 図 11aに 図 示 し た よ う に 、 基 板 (100)上 に 透 過 領 域 (D)と 反 射 領 域 (C)に 構 成 さ れ
た 画 素 領 域 (P)を 定 義 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 上 記 画 素 領 域 (P)が 定 義 さ れ た 基 板 (100)の 全 面 に 、 ア ル ミ ニ ウ ム (Al)、 ア ル ミ ニ ウ ム －
ネ オ ジ ム 合 金 (AlNd)、 タ ン グ ス テ ン (W)、 ク ロ ム (Cr)、 モ リ ブ テ ン (Mo)等 の 単 一 金 属 か 、
ア ル ミ ニ ウ ム (Al)/ク ロ ム (Cr)(又 は モ リ ブ テ ン (Mo))等 の 二 重 金 属 層 で ゲ ー ト 電 極 (102)と
、 こ れ に 連 結 さ れ た 一 方 向 に 延 び る ゲ ー ト 配 線 (図 7の 104)を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
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　 こ の よ う な ゲ ー ト 電 極 (102)と ゲ ー ト 配 線 (図 7の 104)を 形 成 す る 物 質 は 、 液 晶 表 示 裝 置
の 動 作 に 重 要 で あ る た め に RC遅 延 (delay)を 少 な く す る た め に 抵 抗 が 小 さ い ア ル ミ ニ ウ ム
が 主 流 を な し て い る が 、 純 粋 ア ル ミ ニ ウ ム は 化 学 的 に 耐 蝕 性 が 弱 く 、 後 続 の 高 温 工 程 で ヒ
ラ ッ ク (hillock)形 成 に よ る 配 線 欠 陥 問 題 を 惹 起 す る の で 、 ア ル ミ ニ ウ ム 配 線 の 場 合 に は
前 述 し た よ う に 合 金 の 形 態 で 使 用 さ れ る か 積 層 構 造 が 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 同 時 に 、 上 記 ゲ ー ト 配 線 (図 7の 104)と 所 定 間 隔 離 隔 し て 平 行 に 構 成 さ れ た 共 通 配 線 (106
)を 形 成 す る 。
　 上 記 共 通 配 線 (106)は 、 反 射 領 域 (C)に 対 応 し て 延 長 部 (108)を 有 し 、 こ れ は 補 助 容 量 部
の 第 1電 極 の 機 能 を す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 次 に 、 図 10bと 図 11bに 図 示 し た よ う に 、 上 記 ゲ ー ト 電 極 (102)等 が 形 成 さ れ た 基 板 (100)
上 に 、 ベ ン ゾ サ イ ク ロ ブ テ ン (BCB)と ア ク リ ル (Acryl)系 樹 脂 (resin)等 を 含 む 有 機 絶 縁 物
質 グ ル ー プ の 中 か ら 選 択 さ れ た 一 つ を 塗 布 し 、 第 1絶 縁 膜 で あ る ゲ ー ト 絶 縁 膜 (110)を 形 成
す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 上 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 (110)の 上 部 に 、 純 粋 非 晶 質 シ リ コ ン (a-Si:H)層 と 不 純 物 が 含 ま れ た
非 晶 質 シ リ コ ン (n+ 又 は  p+ a-Si:H)層 を 積 層 し パ タ ー ニ ン グ し 、 上 記 ゲ ー ト 電 極 (102)上
部 の ゲ ー ト 絶 縁 膜 (110)上 に ア ク テ ィ ブ 層 (112)と オ ー ミ ッ ク コ ン タ ク ト 層 (114)を 形 成 す
る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 10cと 図 11cに 図 示 し た よ う に 、 上 記 オ ー ミ ッ ク コ ン タ ク ト 層 (114)上 部 に 、 ソ ー ス 電
極 (116)及 び ド レ イ ン 電 極 (118)を 形 成 す る 。 同 時 に 、 上 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 (110)上 部 に 、 デ
ー タ 配 線 (122)と ド レ イ ン 電 極 の 延 長 部 (120)を 形 成 す る 。 上 記 デ ー タ 配 線 (122)は 上 記 ソ
ー ス 電 極 (116)に 連 結 さ れ 、 上 記 ド レ イ ン 電 極 (118)よ り 延 長 さ れ た ド レ イ ン 電 極 の 延 長 部
(120)は 補 助 容 量 部 の 第 2電 極 の 機 能 を す る 。 即 ち 、 上 記 ド レ イ ン 電 極 の 延 長 部 (120)は 、
上 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 (110)を 間 に 置 い て 上 記 共 通 配 線 の 延 長 部 (108)と 重 畳 さ れ て 補 助 容 量 部
(C S T )を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 上 記 ソ ー ス 電 極 (116)及 び ド レ イ ン 電 極 (118)と デ ー タ 配 線 (122)と ド レ イ ン 電 極 の 延 長
部 (120)が 形 成 さ れ た 基 板 (100)の 全 面 に 、 窒 化 シ リ コ ン (SiNX)と 酸 化 シ リ コ ン (SiO2)を 含
む 無 機 絶 縁 物 質 グ ル ー プ の 中 か ら 選 択 さ れ た 一 つ を 蒸 着 し て 第 2絶 縁 膜 で あ る 保 護 膜 (124)
を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 10dと 図 11dに 図 示 し た よ う に 、 上 記 保 護 膜 (124)が 形 成 さ れ た 基 板 (100)の 全 面 に 樹 脂
系 列 有 機 物 質 を 塗 布 し パ タ ー ニ ン グ し 、 凹 凸 形 状 の バ ン プ (bump)(M1)を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 上 記 バ ン プ (M1)は 、 塗 布 さ れ た 樹 脂 膜 を フ ォ ト エ ッ チ ン グ 工 程 を 介 し て パ タ ー ニ ン グ し
た 後 、 熱 を 用 い て 丸 く 成 形 す る 方 法 で 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 続 い て 、 上 記 凹 凸 形 状 の バ ン プ (M1)が 形 成 さ れ た 基 板 (100)の 全 面 に 、 前 述 し た 樹 脂 系
列 の 有 機 物 質 を 塗 布 し て バ ン プ 層 (M2)を 形 成 す る 。 上 記 バ ン プ 層 (M2)の 表 面 は 上 記 バ ン プ
(M1)に よ り 微 細 な 高 さ を 有 す る 凹 凸 形 状 に な る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 10eと 図 11eに 図 示 し た よ う に 、 上 記 微 細 な 凹 凸 形 状 で あ る バ ン プ 層 (M2)が 形 成 さ れ た
基 板 (100)の 全 面 に 、 銀 (Ag)、 ア ル ミ ニ ウ ム (Al)、 ア ル ミ ニ ウ ム － ネ オ ジ ム 合 金 (AlNd)の
よ う な 反 射 率 が 優 秀 な 金 属 を 蒸 着 し パ タ ー ニ ン グ し て 、 上 記 反 射 領 域 (C)に 対 応 し て 反 射
板 (126)を 形 成 す る 。
　 こ の 時 、 上 記 反 射 板 (126)の 一 部 領 域 に 対 応 し て エ ッ チ ン グ 溝 (H1)を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
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　 図 10fと 図 11fに 図 示 し た よ う に 、 上 記 反 射 板 (126)が 形 成 さ れ た 基 板 (100)の 全 面 に 窒 化
シ リ コ ン (SiNx)と 酸 化 シ リ コ ン (SiO2)を 含 む 無 機 絶 縁 物 質 グ ル ー プ の 中 か ら 選 択 さ れ た 一
つ 、 又 は ベ ン ゾ サ イ ク ロ ブ テ ン (BCB)と ア ク リ ル (acryl)系 樹 脂 (resin)を 含 む 有 機 絶 縁 物
質 グ ル ー プ の 中 か ら 選 択 さ れ た 一 つ を 蒸 着 又 は 塗 布 し て 第 2保 護 膜 (128)を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 続 い て 、 上 記 第 2保 護 膜 (128)を パ タ ー ニ ン グ し て 、 上 記 第 1エ ッ チ ン グ 溝 (図 10eの H1)に
対 応 す る 部 分 を 除 去 し て 、 上 記 ド レ イ ン 電 極 (118)よ り 延 長 さ れ た 第 1電 極 (120)の 一 部 を
露 出 さ せ る 工 程 を 進 行 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 次 に 、 上 記 保 護 膜 (128)が 形 成 さ れ た 基 板 (100)の 全 面 に イ ン ジ ウ ム － ス ズ 酸 化 物 (ITO)
と イ ン ジ ウ ム － 亜 鉛 酸 化 物 (IZO)を 含 む 透 明 導 電 性 金 属 物 質 グ ル ー プ の 中 か ら 選 択 さ れ た
一 つ を 蒸 着 し パ タ ー ニ ン グ し て 、 上 記 ド レ イ ン 電 極 (118)と 接 触 し な が ら 画 素 領 域 (P)に 位
置 し た 画 素 電 極 (132)を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 前 述 し た よ う な 工 程 で 本 発 明 に 従 う 有 機 電 界 発 光 素 子 用 ア レ ー 基 板 を 製 作 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 以 下 、 図 12a乃 至 図 12cを 参 照 し て 本 発 明 の 第 1実 施 例 に お け る カ ラ ー フ ィ ル タ の 製 造 工
程 を 説 明 す る 。
　 図 12a乃 至 図 12cは 図 8の XII-XII線 沿 っ て 切 断 し 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 裝 置 用
カ ラ ー フ ィ ル タ の 製 造 工 程 を 工 程 順 序 に 従 い 図 示 し た 工 程 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 12aに 図 示 し た よ う に 、 基 板 上 に 透 過 領 域 (D)と 反 射 領 域 (C)で 構 成 さ れ た 画 素 領 域 (P)
を 定 義 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 上 記 基 板 (200)上 に 、 ク ロ ム (Cr)又 は ク ロ ム /ク ロ ム オ ク サ イ ド (Cr/CrOX)の 二 重 層 を 形
成 し パ タ ー ニ ン グ し て 、 上 記 デ ー タ 配 線 (図 7の 120)に 対 応 す る 部 分 に 一 方 向 に 延 長 さ れ た
ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス (202)を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 図 12bに 図 示 し た よ う に 、 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス (202)が 形 成 さ れ た 基 板 (200)の 全 面
に 透 明 な 有 機 絶 縁 物 質 を 塗 布 し て パ タ ー ニ ン グ し 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス (202)を 含 む 反 射
領 域 (C)の 上 部 に 所 定 の 高 さ を 有 す る 透 明 な バ ッ フ ァ 層 (204)を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 次 に 、 図 12cに 図 示 し た よ う に 、 上 記 バ ッ フ ァ 層 (204)が 形 成 さ れ た 基 板 (200)の 全 面 に
カ ラ ー 樹 脂 を 塗 布 し て 、 画 素 領 域 (P)に 対 応 し て カ ラ ー フ ィ ル タ (206)を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 こ の 時 、 上 記 バ ッ フ ァ 層 (204)の 影 響 で 上 記 反 射 領 域 (C)に 対 応 す る カ ラ ー フ ィ ル タ (206
)の 厚 さ と 、 上 記 透 過 部 (D)に 対 応 す る カ ラ ー フ ィ ル タ (206)の 厚 さ は 、 t:2tの 比 率 で 形 成
す る こ と が で き る 。 図 示 し て い な い が 、 上 記 カ ラ ー フ ィ ル タ の 上 部 に 共 通 電 極 を 形 成 す る
。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 前 述 し た よ う な 工 程 を 通 し て 本 発 明 の 第 1実 施 例 に 従 う カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 を 構 成 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 上 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 と 先 の 工 程 で 製 作 し た ア レ ー 基 板 を 合 着 す る と 、 図 13に 図 示 し
た よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 図 13は 、 本 発 明 の 第 1実 施 例 に 従 う 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 の 一 部 に 対 す る 概 略 的 な 断
面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
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　 図 示 し た よ う に 、 反 射 領 域 (C)と 透 過 領 域 (D)で 構 成 さ れ た 画 素 領 域 (P)が 定 義 さ れ た 第 1
基 板 (100)と 第 2基 板 (200)と を 離 隔 し て 構 成 し 、 上 記 第 1基 板 (100)の 対 向 す る 一 面 に は 画
素 領 域 (P)の 一 側 と 他 側 を 通 過 し て 垂 直 に 交 叉 す る ゲ ー ト 配 線 (図 示 せ ず )と デ ー タ 配 線 (12
2)が 構 成 さ れ 、 上 記 2配 線 が 交 叉 す る 地 点 に は ゲ ー ト 電 極 (102)と 、 ア ク テ ィ ブ 層 (112)と
ソ ー ス 電 極 (116)と ド レ イ ン 電 極 (118)を 含 む 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ (T)を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 上 記 反 射 領 域 (C)に 対 応 し て 、 ゲ ー ト 配 線 (図 示 せ ず )と 平 行 に 離 隔 し て 共 通 配 線 (106)が
構 成 さ れ 、 共 通 配 線 (106)よ り 延 長 さ れ た 延 長 部 (108)を 第 1電 極 に し 、 こ れ と は ゲ ー ト 絶
縁 膜 (110)を 間 に 置 い て 上 記 ド レ イ ン 電 極 (118)よ り 延 長 さ れ た 延 長 部 (120)を 第 2電 極 に す
る 補 助 容 量 部 (C S T )を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 上 記 反 射 領 域 (C)に 対 応 し て 反 射 板 (126)を 構 成 し 、 上 記 透 過 領 域 (D)に 対 応 し て 上 記 ド
レ イ ン 電 極 (118)と 電 気 的 に 連 結 さ れ る 透 明 画 素 電 極 (132)を 構 成 す る 。 こ の 時 、 上 記 透 過
領 域 (D)に 対 応 し て 、 開 口 部 (131)を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 上 記 第 1基 板 (100)と 対 向 す る 第 2基 板 (200)の 一 面 に は 、 上 記 デ ー タ 配 線 (122)に 対 応 し
て ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス (202)を 構 成 し 、 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス (202)を 含 む 反 射 領 域 (C)
の 上 部 に 透 明 な バ ッ フ ァ 層 (204)を 形 成 す る 。
　 上 記 反 射 領 域 (C)と 透 過 領 域 (D)の 上 部 に は カ ラ ー フ ィ ル タ (206)を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 前 述 し た よ う に 本 発 明 の 第 1実 施 例 に 従 う 第 1特 徴 は 、 上 記 ア レ ー 基 板 に 構 成 す る 補 助 容
量 部 (C S T )を ス ト レ ー ジ ・ オ ン ・ コ モ ン (storage on common)構 造 で 形 成 し 、 こ れ を 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ (T)と 近 接 し た 領 域 に 構 成 し 、 こ の 部 分 は 反 射 領 域 (C)に 対 応 し て 構 成 さ れ る よ
う に す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 従 っ て 、 反 射 領 域 (C)は 画 素 領 域 (P)の 下 端 に 定 義 さ れ 、 こ れ を 除 外 し た 領 域 に 透 過 領 域
(D)が 定 義 さ れ て 反 射 領 域 (C)の 形 状 が 非 常 に 単 純 に な る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 故 に 、 上 部 基 板 (200)に 構 成 す る バ ッ フ ァ 層 (204)の 構 造 が 従 来 に 比 べ て 単 純 に な り 、 上
記 透 過 領 域 (D)と 反 射 領 域 (C)に 対 応 し て カ ラ ー フ ィ ル タ (206)の 厚 さ を t:2tの 比 率 に 調 節
す る の が 容 易 に な る 。
　 な お 、 反 射 領 域 (C)に 対 応 し て 凹 凸 を 形 成 す る の が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 第 2の 特 徴 は 、 上 記 第 1基 板 に 開 口 部 (131)構 造 の 段 差 を 形 成 す る こ と で 、 上 記 反 射 領 域 (
C)と 透 過 領 域 (D)の セ ル キ ャ ッ プ を d:2dの 比 率 で 構 成 す る こ と が で き る た め に 、 透 過 モ ー
ド と 反 射 モ ー ド 時 、 光 の 偏 光 特 性 を 同 一 に 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 第 3の 特 徴 は 、 上 記 反 射 板 (126)を 凹 凸 形 状 に 構 成 し 、 輝 度 及 び 視 野 角 特 性 を 改 善 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 は 上 記 第 1乃 至 第 3の 特 徴 に 従 い 、 反 射 領 域 (C)と 透 過 領 域 (D)で 同 一 な 色
特 性 を 具 現 す る と 同 時 に 高 輝 度 を 具 現 す る こ と が で き る 長 所 が あ る 。
　 尚 、 単 純 に な っ た バ ッ フ ァ 層 の 構 造 に よ り 工 程 収 率 を 改 善 さ せ る こ と が で き る 長 所 が あ
る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 前 述 し た よ う な 構 成 で 、 本 発 明 の 第 1実 施 例 に 従 う 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 を 製 作 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 と こ ろ が 、 第 1実 施 例 の 構 成 は 、 上 記 反 射 部 と 透 過 部 に 対 応 し て セ ル キ ャ ッ プ の 厚 さ を 1
:2の 比 に 合 わ せ る た め に 下 部 基 板 の 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ す る 工 程 を 進 行 し た 。
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【 ０ ０ ９ ８ 】
　 こ の よ う な 工 程 は 、 上 記 開 口 部 の 段 差 を 高 め る た め に 有 機 膜 を 厚 く 塗 布 し 、 こ れ を パ タ
ー ニ ン グ す る 方 式 で 段 差 の 高 さ を 調 節 す る 工 程 を 進 行 し た 。
　 従 っ て 、 工 程 上 非 常 に 複 雜 で 費 用 が 上 昇 す る 問 題 が あ っ た 。
　 以 下 、 第 2実 施 例 は こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に 提 案 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
--第 2実 施 例  --
　 本 発 明 の 第 2実 施 例 は 、 上 部 カ ラ ー フ ィ ル タ に 構 成 す る バ ッ フ ァ 層 の 段 差 に よ り 、 反 射
領 域 と 透 過 領 域 に 対 応 す る カ ラ ー フ ィ ル タ の 厚 さ を 1:2に す る と 同 時 に 、 カ ラ ー フ ィ ル タ
の 表 面 段 差 を 付 与 し て 、 透 過 部 の セ ル キ ャ ッ プ を 反 射 部 の セ ル キ ャ ッ プ の 2倍 に 構 成 さ れ
る よ う に す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 図 14は 、 本 発 明 の 第 2実 施 例 に 従 う 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 の 断 面 図 で あ る 。
　 図 示 し た よ う に 、 反 射 領 域 (C)と 透 過 領 域 (D)で 構 成 さ れ た 画 素 領 域 (P)が 定 義 さ れ た 第 1
基 板 (100)と 第 2基 板 (200)と を 離 隔 し て 構 成 し 、 上 記 第 1基 板 (100)に 対 向 す る 一 面 に は 画
素 領 域 (P)の 一 側 と 他 側 を 通 過 し て 垂 直 に 交 叉 す る ゲ ー ト 配 線 (図 示 せ ず )と デ ー タ 配 線 (12
2)が 構 成 さ れ 、 上 記 2配 線 が 交 叉 す る 地 点 に は ゲ ー ト 電 極 (102)と 、 ア ク テ ィ ブ 層 (112)と
ソ ー ス 電 極 (116)と ド レ イ ン 電 極 (118)を 含 む 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ (T)を 構 成 す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 上 記 反 射 領 域 (C)に 対 応 し て 、 ゲ ー ト 配 線 (図 示 せ ず )と 平 行 に 離 隔 し て 共 通 配 線 (106)が
構 成 さ れ 、 共 通 配 線 (106)よ り 延 長 さ れ た 延 長 部 (108)を 第 1電 極 に し 、 こ れ と は ゲ ー ト 絶
縁 膜 (110)を 間 に 置 い て 上 記 ド レ イ ン 電 極 (118)よ り 延 長 さ れ た 延 長 部 (120)を 第 2電 極 に す
る 補 助 容 量 部 (C S T )を 構 成 す る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 上 記 反 射 領 域 (C)に 対 応 し て 反 射 板 (126)を 構 成 し 、 上 記 透 過 領 域 (D)に 対 応 し て 上 記 ド
レ イ ン 電 極 (118)と 電 気 的 に 連 結 さ れ る 透 明 画 素 電 極 (132)を 構 成 す る 。
　 こ の 時 、 透 過 領 域 に 対 応 し て 従 来 と は 異 な り 開 口 部 形 態 の 段 差 を 構 成 し な い の を 特 徴 と
す る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 上 記 第 1基 板 (100)と 対 向 す る 第 2基 板 (200)の 一 面 に は 、 上 記 デ ー タ 配 線 (122)に 対 応 し
て ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス (202)を 構 成 し 、 上 記 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス (202)を 含 む 反 射 領 域 (C)
の 上 部 に 透 明 な バ ッ フ ァ 層 (204)を 形 成 す る 。
　 上 記 反 射 領 域 (C)と 透 過 領 域 (D)の 上 部 に は カ ラ ー フ ィ ル タ (206)を 構 成 す る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 こ の 時 、 上 記 バ ッ フ ァ 層 (204)は 上 記 カ ラ ー フ ィ ル タ の 段 差 を 付 与 す る た め に 、 一 定 な
範 囲 内 の 高 さ で 構 成 さ れ な け れ ば な ら な い 。
　 例 え ば 、 反 射 領 域 (C)と 透 過 領 域 (D)に 対 応 す る カ ラ ー フ ィ ル タ の 表 面 段 差 の 厚 さ 範 囲 を
2.0μ m～ 2.5μ mに す る た め に は 、 上 記 バ ッ フ ァ 層 (204)の 厚 さ 範 囲 を 2.5μ m～ 4.0μ mに す
る の が 望 ま し い 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 こ の よ う に す れ ば 、 上 記 下 部 基 板 に 段 差 を 付 与 す る た め の 別 途 工 程 な し に も 、 反 射 領 域
と 透 過 領 域 に 対 応 し て t:2tの 厚 さ 比 で 段 差 を も つ よ う に 構 成 し た カ ラ ー フ ィ ル タ の 構 成 に
よ り 、 透 過 領 域 と 反 射 領 域 に 対 応 す る 液 晶 セ ル キ ャ ッ プ を 2d:dの 比 率 で 構 成 す る こ と が で
き る の で 、 先 の 第 1実 施 例 に 比 べ て 工 程 が 単 純 に な る 長 所 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ０ ６ 】
【 図 １ 】 一 般 的 な 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 用 ア レ ー 基 板 の 一 部 画 素 を 概 略 的 に 図 示 し た 平
面 図 。
【 図 ２ 】 図 1の II-II線 に 沿 っ て 切 断 し て こ れ を 参 照 し 従 来 の 第 1例 に 従 い 反 射 透 過 型 液 晶
表 示 裝 置 の 構 成 を 図 示 し た 断 面 図 。
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【 図 ３ 】 図 1の II-II線 に 沿 っ て 切 断 し て こ れ を 参 照 し 従 来 の 第 2例 に 従 い 反 射 透 過 型 液 晶
表 示 裝 置 の 構 成 を 図 示 し た 断 面 図 。
【 図 ４ 】 従 来 の 第 3例 に 従 う 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 用 カ ラ ー フ ィ ル タ の 構 成 を 図 示 し た
図 面 。
【 図 ５ ａ 】 従 来 の 第 3例 に 従 う 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 用 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 製 造 工 程
を 図 示 し た 工 程 断 面 図 。
【 図 ５ ｂ 】 従 来 の 第 3例 に 従 う 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 用 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 製 造 工 程
を 図 示 し た 工 程 断 面 図 。
【 図 ５ ｃ 】 従 来 の 第 3例 に 従 う 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 用 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 製 造 工 程
を 図 示 し た 工 程 断 面 図 。
【 図 ６ 】 図 1の II-II線 に 沿 っ て 切 断 し 従 来 の 第 4例 に 従 う 液 晶 表 示 裝 置 の 構 成 を 概 略 的 に
図 示 し た 断 面 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 従 う 液 晶 表 示 裝 置 用 ア レ ー 基 板 の 一 部 構 成 と こ れ に 対 応 す る カ
ラ ー フ ィ ル タ 基 板 を 図 示 し た 平 面 図 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 従 う 液 晶 表 示 裝 置 用 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 一 つ の 画 素 に 対 応 す
る 平 面 的 な 構 成 を 概 略 的 に 図 示 し た 平 面 図 。
【 図 ９ 】 多 数 個 の 画 素 が 構 成 さ れ た 本 発 明 の 実 施 例 に 従 う 液 晶 表 示 裝 置 用 カ ラ ー フ ィ ル タ
基 板 の 構 成 を 概 略 的 に 図 示 し た 平 面 図 。
【 図 １ ０ ａ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 従 う 液 晶 表 示 裝 置 用 ア レ ー 基 板 の 製 造 工 程 を 図 示 し た 工 程
断 面 図 。
【 図 １ ０ ｂ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 従 う 液 晶 表 示 裝 置 用 ア レ ー 基 板 の 製 造 工 程 を 図 示 し た 工 程
断 面 図 。
【 図 １ ０ ｃ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 従 う 液 晶 表 示 裝 置 用 ア レ ー 基 板 の 製 造 工 程 を 図 示 し た 工 程
断 面 図 。
【 図 １ ０ ｄ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 従 う 液 晶 表 示 裝 置 用 ア レ ー 基 板 の 製 造 工 程 を 図 示 し た 工 程
断 面 図 。
【 図 １ ０ ｅ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 従 う 液 晶 表 示 裝 置 用 ア レ ー 基 板 の 製 造 工 程 を 図 示 し た 工 程
断 面 図 。
【 図 １ ０ ｆ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 従 う 液 晶 表 示 裝 置 用 ア レ ー 基 板 の 製 造 工 程 を 図 示 し た 工 程
断 面 図 。
【 図 １ １ ａ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 従 う 液 晶 表 示 裝 置 用 ア レ ー 基 板 の 製 造 工 程 を 図 示 し た 工 程
断 面 図 。
【 図 １ １ ｂ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 従 う 液 晶 表 示 裝 置 用 ア レ ー 基 板 の 製 造 工 程 を 図 示 し た 工 程
断 面 図 。
【 図 １ １ ｃ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 従 う 液 晶 表 示 裝 置 用 ア レ ー 基 板 の 製 造 工 程 を 図 示 し た 工 程
断 面 図 。
【 図 １ １ ｄ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 従 う 液 晶 表 示 裝 置 用 ア レ ー 基 板 の 製 造 工 程 を 図 示 し た 工 程
断 面 図 。
【 図 １ １ ｅ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 従 う 液 晶 表 示 裝 置 用 ア レ ー 基 板 の 製 造 工 程 を 図 示 し た 工 程
断 面 図 。
【 図 １ １ ｆ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 従 う 液 晶 表 示 裝 置 用 ア レ ー 基 板 の 製 造 工 程 を 図 示 し た 工 程
断 面 図 。
【 図 １ ２ ａ 】 本 発 明 実 施 例 に 従 う 液 晶 表 示 裝 置 用 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 製 造 工 程 を 図 示 し
た 工 程 断 面 図 。
【 図 １ ２ ｂ 】 本 発 明 実 施 例 に 従 う 液 晶 表 示 裝 置 用 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 製 造 工 程 を 図 示 し
た 工 程 断 面 図 。
【 図 １ ２ ｃ 】 本 発 明 実 施 例 に 従 う 液 晶 表 示 裝 置 用 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 製 造 工 程 を 図 示 し
た 工 程 断 面 図 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 従 う 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 の 一 部 に 対 す る 概 略 的 な 断 面 図
。

10

20

30

40

50

(14) JP 2004-212952 A 2004.7.29



【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 又 他 の 実 施 例 に 従 う 反 射 透 過 型 液 晶 表 示 裝 置 の 一 部 に 対 す る 概 略 的 な
断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ０ ７ 】
100 : 基 板                              
102 : ゲ ー ト 電 極   
104 : ゲ ー ト 配 線                        
106 : 共 通 配 線   
108 : 共 通 配 線 の 延 長 部                  
112 :  半 導 体 層
116 : ソ ー ス 電 極                        
118 : ド レ イ ン 電 極   
120 : ド レ イ ン 電 極 の 延 長 部              
122 : デ ー タ 配 線   
132 : 画 素 電 極   
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ ａ 】

【 図 ５ ｂ 】

【 図 ５ ｃ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ ａ 】

【 図 １ ０ ｂ 】

【 図 １ ０ ｃ 】

【 図 １ ０ ｄ 】

【 図 １ ０ ｅ 】

【 図 １ ０ ｆ 】

【 図 １ １ ａ 】

【 図 １ １ ｂ 】
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【 図 １ １ ｃ 】

【 図 １ １ ｄ 】

【 図 １ １ ｅ 】

【 図 １ １ ｆ 】

【 図 １ ２ ａ 】

【 図 １ ２ ｂ 】

【 図 １ ２ ｃ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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摘要(译)

解决的问题：通过使反射部分和透射部分的光学效率相同并且获得相同
的色纯度，来制造具有高图像质量的反射/透射液晶显示装置。 提供一种
能够提高速度的透反射液晶显示装置及其制造方法。 根据本发明的透反
射型液晶显示装置的第一结构，在与反射部对应的上基板上形成有缓冲
层，并设置有盒盖，以使滤色片的厚度不同。 为了使它们不同，在与透
射部分相对应的下基板上形成台阶。 第二构造是其中通过使用缓冲层使
与透射部分和反射部分相对应的单元盖和滤色器的厚度不同的构造。 此
时，缓冲层比具有第一构造的缓冲层厚。 在第一和第二配置中，反射部
分使用与形成在像素区域的下端处的辅助电容部分相对应的部分，并且
当从整个基板看时，与反射部分相对应的缓冲层是单向的。 它形成为延
伸到的条形。 [选择图]图7


